


 
 

街の中の緑を探しました。思いがけないところやいつも見慣れているところにも気がつかないで通り

過ぎていた緑がありました。そして小さな緑と小さな緑が繋がって、街の中に緑の回廊があることに

気がつきました。「緑」は私たちに生きる勇気と癒しの心を発信していることにも気づきました。 
 
１ 礫川公園 

イタリアルネッサンス式の造園手法を取り入れた公園。中央に高さ10mに及ぶカスケードがあり、獅子の口から泉水を噴出し

ている。両脇にはうす紫色の花をつけたローズマリーがしだれている。ローズマリーの香りにはアロマ効果があり、訪れた人の

気分をやわらげてくれる。駅に近い植え込みには、詩人サトウハチローの童謡「ちいさい秋みつけた」のモデルになったウルシ

科のハゼノキ、白い２枚の包葉が風に揺れハンカチのように見える幸田文・青木玉母娘ゆかりのハンカチノキが植栽されている。 
２ 東京都戦没者霊苑 

昭和６年の満州事変から昭和２０年（１９４５年）８月の太平洋戦争終結までの東京都関係戦没者約１６万人の霊をまつる。

慰霊碑の周囲にはクスノキが植栽されて、ご神木として信仰されているものもある。枝や葉に防虫剤や医薬品に使われる樟脳（カ

ンフル）の成分があり、強い香りがする。イヌビワは果実が枇杷に似ているが、食べてもあまりおいしくない。 
３ 牛天神 

源頼朝公がこの地にあった岩に腰掛け休息したとき、牛に乗った菅原道真が夢に現れたことから、その岩を祀り牛天神を創立

した。牛の形をした岩を撫でると願いが叶うという。樹齢１００年のモッコクがご神木で珍しい。モッコクは「庭木の王様」な

どともいわれている。ウメは別名好文木（こうぶんぼく）で徳川光圀（水戸黄門）が愛した樹。菅原道真が大宰府に左遷された

時、庭の梅木が道真を追って大宰府に飛んだという「飛梅伝説」がある。 
４ 伝通院 

徳川家康の生母於大の方や、二代将軍徳川秀忠と江の娘千姫など徳川家ゆかりの女性の墓所がある。戦災に遭っても焼け残っ

たイチョウがある。於大の方の墓所には仏教に因むボダイジュがある。 
５ 澤蔵司稲荷 

 伝通院の修行僧澤蔵司は千代田の狐の化身とも言われている。稲荷の近くにあるムクノキには澤蔵司稲荷神が宿っているとか。

太平洋戦争の空襲で被害を受けたが、今は樹勢を回復している。ご神木の前は幸田露伴・幸田文父娘が住んでいた（蝸牛庵）。 
６ こんにゃくえんま 

 ある老婆が眼病を患い、この閻魔大王に願掛けしたところ、老婆の眼はたちまちに治り、自身の好物である「こんにゃく」を

断って、供え続けたという。境内にはカイズカイブキとヤマモモが並べて植栽されている。カイズカイブキはビャクシンの変種。

強い剪定をすると先祖がえりしてスギによく似たビャクシンの針葉が出る。ヤマモモは栄養の乏しい土壌でも生育できるので、

緑化樹として公園に植えられる。 
予告：平成２３年５月２２日（日）緑のパワースポットを文京区環境学習リーダーがご案内します。 
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① 西片２丁目      ② 西片２丁目      ③ 本郷弥生交番     ④ 東大農学部門内 
天高く伸びる欅      壁を這うサボテン     睨みを効かせる銀杏     株立ちのスダジイ 

    
⑤ 東大安田講堂裏    番外 湯島聖堂階段下   ⑥ 東大三四郎池入口  ⑦ 東大安田講堂広場 

ノーベル賞受賞記念の楷の木  大きく成長した楷の木   なんじゃもんじゃの木  十人乗っても大丈夫？楠の木 

    
⑧ 東大文学部広場   ⑨ 東大三四郎池畔    ⑩ 東大博物館前     ⑪ 東大赤門前 

  株立ちの大木     実り豊かなイイギリの実  満開のヒマラヤ桜と紅葉  緑豊な本郷通り 

    
⑫ 東大博物館前道路  ⑬ 真砂坂上入ル東急ｱﾙｽ前  ⑭ 東洋学園大近隣     ⑮ 本郷菊坂長泉寺 
悠然と立つヒマラヤ杉   区内随一の楠の木  大空襲火災から守ったスダジイ   菊坂参道から見上げる欅 

 
 

予告：平成２３年 4 月２３日（土）「樹のある風景」を文京区環境学習リーダーがご案内します。 


